
2023年 11月 19日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒69番（旧 5番）（KH姉） 

『いとも慕わしきイエスの思い』 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15:3~8節（MM姉） 

『最も大切なこととしてわたしがあなたがたに伝えたのは、わたしも受けたものです。すなわち、キリストが、

聖書に書いてあるとおりわたしたちの罪のために死んだこと、葬られたこと、また、聖書に書いてあるとおり

三日目に復活したこと、ケファに現れ、その後十二人に現れたことです。次いで、五百人以上もの兄弟たちに

同時に現れました。そのうちの何人かは既に眠りについたにしろ、大部分は今なお生き残っています。次いで、

ヤコブに現れ、その後すべての使徒に現れ、そして最後に、月足らずで生まれたようなわたしにも現れました。』 

 

礼拝讃美歌⇒117番（旧 149番） 

『カルバリの丘の辺に』 

 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 1:17~18節（SK兄） 

『律法はモーセを通して与えられたが、恵みと真理はイエス・キリストを通して現れたからである。いまだか

つて、神を見た者はいない。父のふところにいる独り子である神、この方が神を示されたのである。』 

 

（祈） 

 

 

礼拝讃美歌⇒127番（旧 211番）（KH兄） 

『十字架の許ぞ』 

 

 

 

 

 

 



《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11:23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒147番（旧 278番） 

『またなき御名に』 

 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15章 20、23~25節（HK兄） 

『しかし、実際、キリストは死者の中から復活し、眠りについた人たちの初穂となられました。 

 

ただ、一人一人にそれぞれ順序があります。最初にキリスト、次いで、キリストが来られるときに、キリスト

に属している人たち、次いで、世の終わりが来ます。そのとき、キリストはすべての支配、すべての権威や勢

力を滅ぼし、父である神に国を引き渡されます。キリストはすべての敵を御自分の足の下に置くまで、国を支

配されることになっているからです。』 

 

聖書⇒ヨハネの黙示録 21章 4、6．27節 

『彼らの目の涙をことごとくぬぐい取ってくださる。もはや死はなく、もはや悲しみも嘆きも労苦もない。最

初のものは過ぎ去ったからである。」 

 

また、わたしに言われた。「事は成就した。わたしはアルファであり、オメガである。初めであり、終わりで

ある。渇いている者には、命の水の泉から価なしに飲ませよう。 

 

しかし、汚れた者、忌まわしいことと偽りを行う者はだれ一人、決して都に入れない。小羊の命の書に名が書

いてある者だけが入れる。』 



 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 15章 58節 

『わたしの愛する兄弟たち、こういうわけですから、動かされないようにしっかり立ち、主の業に常に励みな

さい。主に結ばれているならば自分たちの苦労が決して無駄にならないことを、あなたがたは知っているはず

です。』 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 26章 17~25節（KH兄） 

『除酵祭の第一日に、弟子たちがイエスのところに来て、「どこに、過越の食事をなさる用意をいたしましょ

うか」と言った。イエスは言われた。「都のあの人のところに行ってこう言いなさい。『先生が、「わたしの時

が近づいた。お宅で弟子たちと一緒に過越の食事をする」と言っています。』」弟子たちは、イエスに命じられ

たとおりにして、過越の食事を準備した。夕方になると、イエスは十二人と一緒に食事の席に着かれた。一同

が食事をしているとき、イエスは言われた。「はっきり言っておくが、あなたがたのうちの一人がわたしを裏

切ろうとしている。」弟子たちは非常に心を痛めて、「主よ、まさかわたしのことでは」と代わる代わる言い始

めた。イエスはお答えになった。「わたしと一緒に手で鉢に食べ物を浸した者が、わたしを裏切る。人の子は、

聖書に書いてあるとおりに、去って行く。だが、人の子を裏切るその者は不幸だ。生まれなかった方が、その

者のためによかった。」イエスを裏切ろうとしていたユダが口をはさんで、「先生、まさかわたしのことでは」

と言うと、イエスは言われた。「それはあなたの言ったことだ。」』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 26章 48~50節 

『イエスを裏切ろうとしていたユダは、「わたしが接吻するのが、その人だ。それを捕まえろ」と、前もって

合図を決めていた。ユダはすぐイエスに近寄り、「先生、こんばんは」と言って接吻した。イエスは、「友よ、

しようとしていることをするがよい」と言われた。すると人々は進み寄り、イエスに手をかけて捕らえた。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒36番（旧 174番）（KH兄） 

『主よ君の愛は限りぞなき』 

 

 

 

《建徳要旨》 


